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1. The xanthine oxidase inhibitor febuxostat 
suppress development of nonalcoholic steato-















　Febuxostat 投与により期待通り肝 XO 活性，血清
尿酸値の軽減が認められた。HFDT 負荷による，肝
脂肪蓄積，肝線維化，酸化ストレス等は Febuxostat





2. fMRI study of social anxiety during social 
ostracism with and without emotional support
（社会的排斥時の苦痛および情動的サポートの有無




















3. Intra-articular injection of synthetic micro-
RNA-210 accelerates avascular meniscal healing 









作成，miR-210 を関節内注射し，評価。in vitro でラッ
ト膝関節から無血管領域の半月板細胞と滑膜細胞を採
取・培養し，miR-210 を強制導入し評価。


























6. Histological Quantification of Gene Silencing by 
Intratracheal Administration of Dry Powdered 
























7. Differences in serum microRNA profiles in 
hepatitis B and C virus infection
（B 型および C 型肝炎ウイルス感染における血清マ
イクロ RNA 特性の違い）
4. Exposure to Atomic Bomb Radiation and Age-
related Macular Degeneration in Later Life: The 
















期 AMD と 後 期 AMD に 分 類 し た。 放 射 線 量 は，
DS02 線量システムに基づく眼線量を用いた。交絡因
子を調整し，多変量解析を行った。
　【結果】平均眼線量 は 0.45 Gy で，早期・後期
AMD の有病率は，10.5％と 0.3％だった。年齢，性別，
被爆地，喫煙習慣を考慮した解析で，眼線量１ Gy あ
たりのオッズ比（95％信頼区間）が早期 AMD で 0.93 





5. Pin1 Inhibitor Juglone Exerts Anti-Oncogenic 
Effects on LNCaP and DU145 Cells despite the 
Patterns of Gene Regulation by Pin1 Differing 
between These Cell Lines











9. Persistence and Epidemic Propagation of a 
Pseudomonas aeruginosa Sequence Type 235 
Clone Harboring an IS26 Composite Transposon 
Carrying the bla IMP-1 Integron in Hiroshima,　
Japan， 2005 to 2012.





　2004 年から 2012 年までの広島地区における耐性緑
膿菌の分子疫学調査にて，耐性緑膿菌数や多剤耐性緑
膿菌及びメタロ - β - ラクタマーゼ遺伝子を保有する比
率は減少傾向を示していたが，インテグロンタイプ F









能であった。In113 株はポーリンタンパクの oprD 遺




10. Model mice for 15q11-13 duplication syndrome 




















HCV ともに健常者に比べて血清中 miRNA の発現量
が増減したものが多数認められ，増加したものの方が
多数認められた。






8. Acquired Deficiency of A20 Results in Rapid 
Apoptosis， Systemic Inflammation， and Abnormal 




























名（男性 805 名，年齢中央値 64 歳，喫煙者 566 名）
を解析した。多変量調整 IMT はフィブリノゲンと高
感度 CRP が高値であると厚く，非喫煙者よりも喫煙
者で厚かった（max-IMT 男性 1.37 ± 0.07　vs　1.54 
± 0.08 mm，女性 1.18 ± 0.08 vs 1.32 ± 0.07 mm，p 
< 0.0125）。また，男性では喫煙と IMT に容量依存性






13. hCAS/CSE1L regulates RAD51 distribution and 
focus formation for homologous recombinational 
repair




　DNA 二 本 鎖 切 断 の 主 な 修 復 機 構 の 一 つ に
homologous recombinational repair（HR） が あ り，
RAD51 は HR で中心的な役割を果たす蛋白質である。
ゲノムの恒常性の維持には，核内の RAD51 濃度が一
定のレベルに制御される必要がある。我々は核外輸送
因子の一つである hCAS/CSE1L が，RAD51 複合体
に含まれていることを見いだし，hCAS/CSE1L が
RAD51 の機能制御に関わっている可能性を検討した。
U2OS 細胞では hCAS/CSE1L の発現抑制により核内
RAD51 量が増加し，放射線照射後の RAD51 フォー
カス形成が増加した。さらに hCAS/CSE1L 発現抑制
により HR 活性が有意に上昇した。これらの知見から，
hCAS/CSE1L は RAD51 の核内濃度の増加を抑え，
さらに RAD51 フォーカス形成を抑制することで HR
活性を抑制していることが示唆された。
で脂肪の重量に差を認めたため，脂肪細胞の組織学的


























察期間中央値 11.8 年で，全生存率は５年 100％，10







12. Effect of plasma fibrinogen， high sensitive C 
reactive protein， and cigarette smoking on carotid 








学 的 プ ロ セ ス の regulation of transcription, DNA-
dependent に分類される 13 遺伝子を選定した。その
うち RNA 干渉により HG 刺激後の TGF-β1 産生増加
が抑制されたのは FOS のみであった。またマウスの
HG 腹腔内投与により腹膜中皮細胞の FOS と TGF-
β 1 発現が増加することを確認した。
　FOS は AP-1 の構成蛋白の一つであり，HPMC の
HG 刺激による TGF-β1 産生増加に AP-1 が関与して
いることが示唆され，FOS 発現を阻害することが腹
膜線維化の治療目標となりうると考えた。
16. MT95-4, a fully humanized antibody against 


















　【結果】MT95-4 は APN 活性，腫瘍細胞の浸潤を抑




　【結論】MT95-4 は APN 活性を中和することにより，
腫瘍細胞の浸潤や血管新生を抑制し，APN 高発現腫
瘍の進展を抑制する。
14. Promotion of cancer cell proliferation by cleaved 



















胞増殖が促進した。逆に siRNA で BBF2H7 をノック
ダウンすると，ヘッジホッグシグナルの減弱を伴って
細胞増殖は抑制された。以上より，細胞外に分泌され
たヒト BBF2H7 C 末端断片は，ヘッジホッグシグナ
ルの活性化を介して癌細胞の増殖に寄与している可能
性が示唆された。
15. High glucose promotes TGF-β1 production by 
inducing FOS expression in human peritoneal 
mesothelial cells
（ヒト腹膜中皮細胞における高グルコース刺激によ






HPMC を HG 刺激液で３時間培養して DNA マイクロ
